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史
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。
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仏
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、
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滋
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光
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司
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を
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葉

、

;

れ

6
5
人
に
ふ
え
、
保
育
出
国
が
ど
う
し
て

鰍
も
必
婆
に
な
》
て
き
ま
し
た
。

れ
い
〈
ぽ
称
)
つ
く
し
川
町
筋
i
保
育
闘
が

っ
完
成
す
る
と
‘
つ
く
し
録
的
叫
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を
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事事 100%の均です。このラベん

のついた製品に持、重量者団体が

表示内容に営費後をもつことを約

束しています。

機ります

*霊童気アンカ キベビー懸念、や

*纏緩 *幼兇悶食卓イス ホ

スベリ会 *傘際動式洗i寵襲警

*テープレ:::1-1;1ー *掃除機
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オく I 衰弱罰禁~，打則自説議 9.栂-12.関紙鵠-17. 0(1

H~ l:~鰍鰭泌総縄市民向。枠 IS 斡
れ昨膏克務長主回滋工会総 9.掛-11.0(113.0(1-15人斡
V 吟け w図書貸出日命令尭会長鈴図書室12.0(I-16.iW

11金
12 ，綴鰍制品中央公酬側議12.妙見詰 11 I 

A1 
13品..賠室長主回該支よ江主陣内川 f悶疑問 劉

マ空 9 ， 30~1念特 幸を丹

1-4む配ごと欄脱ω湖北台支帝 9 斡 ~15，捕 し i

14月!こ::;;r盟糊撞撞問、す木榊首 藤?
I~議後棉路側滋民同時室，.伺~時舶 J.¥r 

15 火 I 詩iiff嘉義組問詑;ω~15.0O~\
1"ジフテリア・護機箆弔問義務制湖北台中央車合同 局、1i 
Hiiぷ日開設且問瓶一部JJ三lrM 5L 

(4) 

ほんとの値段
ユニットブライス

ほか1戸滋り11'1品目指30m'以上 165

m'以 fが務者151年 4rJ 1討以滋

2畳犯するもの *土地(地上1接合)

缶詰再入した{予シ主を1守)JNj合(l)Uil

1lJ50年4月1日以終に襲詩人したも

グ〉

争語論資限度穏 (/1人ItliA!1mtE的

対Jf3鈴去年銭高等の2依 11000万円を

担える冷子会は1000H問が限度)

惨事j率年7.13%

~;底清英明関 本lfl18年以内・商I火

主毒液351f以内
多機会せ r 住宅金持主主主h主主主華絞

殺絞J もしくは、 お世話達公湾

総彩業務波紋15J と普賢治した金時空

機i努又詰 '1主滋金持金公繕」へ。

布民スケート教室

事b翼書Eヨ 11丹19自、 21宮、 24詩ち
26<1、 28説的5日iUl

~島幸罪事 !r-草寺 8f;~30分~午後 1 !Jキ

(市内3カ fi，希よりパスで滋迎)

t>場所新松戸スタ ラン γ

t>重量浴 2500lym靴、海定科等}

争対象 殴市民{先議50r.) 
惨串込 ハグ勾教育委員会役会

教育課{ぎれ必ずマm我伝子1858爵j底}

( n…ルスカウト ¥ 
L 新焼事主主義 / 

炉事事主義対象 e人民 税主主i持ち
t務7芸誌の女子二法 f二名
惨申込ー霊草務会 II月10[J午前日

時~ 常渇綾子i~主3嘉子三芝山会議議

島問合せ 隊中総 f 宮 83-3107

@弱号お終び@ 11諮問人計総電波

委民主業持i草寺内総本で再fEと

い"1どが娃i持の誤'Iでした。お

在主伊しぞ誇f丑喝させていメニだきます。

毘民健康保険税

3 期分

納税iま約叙内iニグ

t>募集期間 llH18-15百 しようとする畿挨で f奇襲J 的入居

t>募集戸数 割高 1 級住宅~3 戸、 資輸主主司書収入内憲章義語i持であること。

昌秀E言法 m 階建3K) 2 t>入居選考 溌考3じま、議選とし

Ij'!l!E詩綴{本i設準家建2K) 1戸 当選者向総に繍欠版位を決持金主的

惨事主主賓 Wl号湿地1号機渇500fT!. Ell泌がさ主宰次総人騰できます修機

2桝車 110001弓 中君主総織的00円 L織欠有効j韓関はl年です。

b申込資格 市内に主役、fEJhす 惨申滋F司紙露若布・罪事会をま 土木商事

る}jで筏に同討Lているか、馬主号 線事務総世 (82)1151 内線288

要望1 主主与蕊得者t布的場合{申込議室主去1考隣iの総収入)

ア人 1ハ!人 I.人 5 人
一十一一一ー い…………?一一一一丁………一

2，39'1，<<湾問

í，，~lS，鈴き

講

投

索 2 事難所得者骨培合(必繋総費j空路能町商)
宵

!~ I 2 A ! J. A 

a隠: 秘氏 IWIω 引 1.0は14，(o]lWj
総花人全!4 i ! 

緩 l 滋去布~ I 1し守，2"12ぬ:i !1.4悶点ω一ιん j

なお‘この他に終8'JI章路{老人も障害者、

市民際上競技
記録会

~ 8&奉 11fl23日午前9時~

惨会機 中ヲc:'j':君主大学(久誌)

静香李総量ま 1人100ド1(i禁漁料)

t>綴問 。男 f迂)'il争的filH告加、
150001、走。話段、母)隊絞め喜;100 

m、 300m、150001、まをお段、 定

卒毒殺. ，話:Il.撚二り.~~町総 {数民考

古 100m、 40001， 1500 m、

J住尚主主司長与えを塗:1)40歳以 |内

総叩Om、的九;堂、fJ;1];[-命中学

グ〉吉事 100m 主 800m ‘ 湾総王者

?立法び…官主的部 100m、 喜朗m、

妥結綴絵、 7l'ど五銭、 的Jt..fi..t芝)j~;l重40

Om i!レー 14人 l斜lで申込む)

併号聖書量申込 品"fU守はパゲキに氏
名、 Fド白戸、長重れをs記入し11111411 

までに教育委民会?士会教育課{我

孫子出兵孫子1858許j主)へ。

会主語る i居間
11~IIB-17B 

心熔人鐙き語教室主

1>8時 1I1114詩午後記吟 4時

傍若話機 天 Efi尚治会主務

参対象 i'>量
く〉寺誌についての続料相談会令

1>11月lH主総そご 11月1281(J

布品Iil 11月17縫絞戸伊勢丹 存

会均とも午必10/1孝一午後4時

ウ税パネJt-H差「みん主幹事長余J 0 

争持 8 11 /111日~一1711

修ま議長時 給そご j8ドヰY減給]i訓告

〈霊童懇でできる鋭的樹銭。

t>テレホンサーを"之官03-216-

0511 

t>松戸分家岱0473…67-5416

多松戸線号事務岱0473-63-1111

登記相談

筆入 I6 入 l

-ーサ

し16唱p防1悶

2，11l，~胡

一事総}がふり手すa
/ 昭和53若手渡 ¥ 
¥看護湾岸全募集/

戸成蕊赤十学輪後専門学事査一

惨毒事室事人災 30名

砂受験資総 ミ史的各号に量産滋する

女子(1)潟等学校卒業務しくは

活字数兇込A何者、または交番苦火隠

が潟等学校卒業1:1母線以上的資絡

を;脅すると認的fニ識は}総事153

年4丹1詩務税でi鵠23歳未満の主主

身者 (3)身長造 1. 5 m、体書室崎

旬、矯主主総tJl. 0以上で身体検
縫向者(4)卒業後、足元滋赤十学

術降、又Iまi車内丹監療機関に軍専務

するぢ (5)修学中、語警?語会に人

jまましうる設a

惨事選著書昔話鈴 昭和田年121'122詩~

IllIlll53'ド1丹21B 
惨苦式後Eヨ Sll干苦53年 2月1臼-2
112日

幹事毒合せ 成倒彦経十学草寺巡専門学

校宮容416-22…2311

=講義11:.千草案衛生専門学島幸

惨事事主義人主建 設議第1科40名-

d革綴2約締名

惨5駐車寒波絡 看護祭1fヰ (1)高

等学校卒業又は卒業主主込み的者。

数量建築2科(j)i接続線会議円安お

舎存し、高等学校本遺産又は卒業見

込みの者 (2)議事手渡憾の資絡を

fヰた後3"手以上業務に従事Lてい

る者 (3)高読書事全対立のi若生議議科

卒業見込み的殺

l>聖書欝費量f寸 U日干!l53年 1丹10詩~

l丹記事時

1>1竜革委設 昭和53年2fl3!l-2

fl4 Il 

砂問合せ 糸双子量産掠3生専門学院
器0472-61~-O世話2

テレホンサーをゴス
官主総をかけることにより、

衛的業務等がわかります。

平吾は1i盟Hl!内議務、自費喜，

f本宮{こは、 日遊詩・休日当番径

がわかります。 (24時間可能)

売値と共に10窃三きたりO悶ど

リうような策定ミがゐります。

紅がよZ コネットプライスどいわれ

るもグ)'告す a

y トプライスでほんとの

i瀦激的比較を わたしょ宝が貿

q却をする持、 f車段、必霊君、ll1:目、

L好などを日号をにしますョ しか

し同品gでも、長まEIも後設もま

ちまちをら、見かけの{産1''1:だ
綴って下さい

では本主語的絞殺のi量いはわかり

*ベビーバギー家 家警護事託オルガ ません。そこで単位寄盆'枚数・

ン *号電気こたつ *チニエスラケ 長冬滋々のi翠絡{ユ品、ゾト

ット キ2段ベッド *プラス王子 イス)を阪売極怒とi言?と〈主完治

ック童謡幼児率 L， i両軍望者向選択をilll壊にしよ

連絡は夜二審事掛82…1151内線233 うとするものです。

1>日時 11持活日 午務10時い ら毎年防総II'議官筆金書主資額の1パ

砂場所 千葉県中ノi、企業会線 セ〆ト111ぎ話番貢丹羽子補給量芝やtl'

1>申滋・総合せ 市役pず{縦二ζ認を 宅手当母子そ5年以上受けるニとが

令不主主的主主撃型機会令 野喜子…1151内線233 でき

惨月日 11月苔践{註~~ _ ^ _1. r¥ ...綴ま費者望号けることがで曹る主主宅
|役宅金滋公庫

歩集会伐孫子釈放札口午前9時 | l とごl:l謹 *住宅総設(j)r.!:断続30m'
| 財形住宅資念貸付け | 

母平総滋カウント今 ! 一一一:"'-.J 以上 l自5m'以下ぬ公燃の線設基準

軒昂 8 11月13日 (H) 惨受付期間関紛終年z月28詰ま に合っているもの *住宅勝人φ
参議会市役所午前9時 で{ただし、受付期限中でL滋ぎを 公滞融資付事事務役穏や高窓生毛践

，.，..・..... ¥ 予言註附設立に支撃したときは線級ます〉
111警は計霊堂:.iE.害復 ¥ 
強諮月潟ぞずノ関側M ことがで害時

、 ，/  めム a浴室主説書以上の総入があり尚分

@計畿地問主主綴織話事重量 で険むため的住宅を主義語童文は鵡入

11月16・17日内2日間i言十主主法的 ずる者②国家公綴炎、 J恵方公務

規定にま毒づき館内的尚席、事業妥号、 災、 日本属有欽灘、 日ノトヴ立f，訂正訟

における誇?縁起廷予告の実態を撚j醸し、 公校、民本時事ラ官公tl的総長以外的

2車止二言十:践的事笹{張iこ必要な来月H:術 者 号事3"字以上然続して財務員?子容

導するた的、 rli殺1'1と言十数;むがお をし、毎年10万災以上町残向的I脅

かれ‘しますのぞご協力くださいa 加がありそ約九社認が鵠lirl以上

。量産10題商品昔u電競争堂大会③ ある殺仏)勤務Lている会役主宰か
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